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し
て
　
一
燥
今
■

３
〓
Ｉ
，

〓
ｃ
〓
ニ

ヒ

は

一
将
来
の
世
代
の
必
要
や
願
望
を
満

た
せ
る
よ
う
に
し
つ
つ
、
現
在
の
世
代

に
最
大
の
持
続
的
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
も

が
不
可
欠
で
、
合
理
的
資
源
利
用
に
よ

っ
て
質
の
高

い
生
活
が
送
れ
る
と
し
て

同
じ
Ｈ
標
に
立

つ
と
し
た
．
す
な
わ
ち
、

‐１‐
将
来
に
多
様
な
資
源
利
用
オ
ブ
シ
ョ

ン
を
残
し
、
‐２‐
限
界
地
域
の
開
発
よ
り

も
農
牧
業
の
集
約
化
を
図
り
、
‐３‐
種
と

生
態
学
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
全
が
開

発
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
、

さ
ら
に
、
熱
帯
林
、
牧
車
地
、
農
地
、

流
域
と

い
う
空
間
別
の
開
発
に
加
え
て
、

観
光
開
発
の
車
を
設
け
、
保
護
地
域
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
、
保
護
地
域
周
辺
住
民

の
生
活
も
考
慮
し
て
い
る
´

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は

「持
統
可
能

な
開
発
」
と
い
う
こ
と
ば
は
使
わ
れ
て
い

な
い
が
、
内
容
か
ら
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
言
え
る
、
な
お
、

一九
七
二
年
の
国
連
人
間
環
境
会
議
を
踏

ま
え
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
設
立
が
決
ま
っ
た
が
、

そ
の
最
初
の
責
任
者
ス
ト
ロ
ン
グ

（〓

∽
雪
，８
ｔ

が

「
エ
コ
デ
ィ
ベ
ロ
ブ
メ
ン
ト

（Ｃ
Ｏ
ｏ
Ｃ
Ｃ
く
の
一ｏ
し
〓̈
ｏ
し
｛　
＝
　
の
ｏ
〇
一Ｃ
に
一〔
〔〓
】】
‐

〓）一７
ａ
争
１

（）「
電

翼
三

を
使

っ
た
と

さ
れ
る

（」
ミ
ユ

時
８
９
‐
ダ

ス

マ
ン

は

一
環
境
保
全
学
‐一
の
第
五
版

（　
九

八
四
）
に
お
い
て
エ
コ
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ

ン
ト
の
車
を
設
け
て

「生
態
学
だ
け
で

は
な
く
、
文
化
的
デ
ー
タ
も
考
慮

一
す

る
と

い
う
説
明
を
し
て
、
経
済
重
視
の

・１

■
，
１

い
一　
¨
一
一
ご
ｉ

一
一

ニヽ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
生
ま
れ
た
が
、
曇
一一一［官
だ

っ
た
父
親
は
ス
ペ
イ

ン
風
邪

で
こ
の
世

を
去

っ
て
い
た
．
経
済
的
困
難

の
た
め

今
日
、
Ｍ
Ａ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
よ

り
も

「
生
物
圏
リ
ザ
ー
ブ
」
が
広
く
知

ら
れ
、
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
の
関

係
が
あ
ま
り
認
識
さ
れ
ず
、
特
に
日
本

の
研
究
者
は
Ｉ
Ｂ
Ｐ
の
延
長
と
誤
解
し

た
¨
だ
が
、
ダ

ス
マ
ン
が
Ｉ
Ｂ
Ｐ
を

一純
枠
な
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
「優

れ
た
研
究
が
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
」
と

批
判
し
て
い
る

（｝
〓
（
こ
８
ｏ
）
よ
う

に
、
Ｉ
Ｂ
Ｐ
の
否
定
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｂ
は
始

ま

っ
た
、
す
な
わ
ち
、
Ｍ
Ａ
Ｂ
は
生
物

圏
の
合
理
的
、
あ
る
い
は
持
続
的
利
用

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
．
だ
か

ら
、
生
物
圏
リ
ザ
ー
プ
に
お
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
利
用
が
可
能
な
バ
ッ
フ
ァ
や

住
民
も
い
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
が
設
定
さ

れ
　
て
　
い
　
る

（Ｗ
〓́
′
ｏ
一〔）∽
ト

∪
”
“〓
〓
〓

口
）％
】

す
な
わ
ち
、

持
続
可
能
な
開
発
と
の
関
係
か

ら
す
れ
ば
、
コ
ア
よ
り
も
バ
ッ
フ

ァ
、
さ
ら
に
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
が

重
視
さ
れ
る
空
間
と
な
る
，
そ

う
考
え
る
と

「
生
物
圏
保
存
地

域
」
と
い
う
資
源
や
空
間
の
利

だネ
ム
二
一　
レ
一　
√
ヽ́
　
〓〓
■
二
一一　
一一一Ｚ
〓
γ
■
（
）

こ
「
ｃ
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
　
こ
れ
を
踏

ま
え

一
九
七

一
年
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

総
会
で
Ｍ
Ａ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
承
認
さ

用
、
さ
ら
に
は
定
住
を
否
定
す
る
よ
う

な
訳
と
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

日
本
で
は
保
全
を

「
（自
然
）
保
護
」

と
誤
訳
し
た
り
、
「
国
立
公
園
の
保
護

と
利
用
」
の
よ
う
に
利
用
の
対
立
概
念

と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
．
確
か
に

一
九
六
０
年
代
ま
で
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
も
そ
の

よ
う
な
傾
向
で
あ

っ
た
が
、　
一
九
七
〇

年
に
ダ
ス
マ
ン
が
加
わ

つ
た
頃
か
ら
変

貌
し
た
，
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
や
出

界
国
立
公
国
会
議
が
開
催
さ
れ
た

一
九

七
二
年
に
は

「
開
発

の
た
め
の
保
全

一

と
い
う
市
の
あ
る
報
告
を
ダ
ス
マ
ン
は

ま
と
め
て
い
る
，
さ
ら
に
、　
一
九
八
Ｃ

年
に
は

一生
き
て
い
る
資
源
の
保
全
に

よ

っ
て
持
続
可
能
な
開
発
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
」
と
す
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
が
発
刊
さ

れ
、
保
全
が
持
続
可
能
な
利
用
と
い
う

位
置
づ
け
と
な

っ
た
．′

こ
ｉ
■
■
ア
■
，
ア
ー
　
■
ｒ
一い
、　
一
一〓
（
丁
二

経
済
開
発
は
共
通

の
日
標

に
む
か
う

べ

き

で
あ
る
」
と

の
視
点
か
ら
、
経
済
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図-1 ダスマンらによる「経済発展の
ための生態学的原則」の表紙
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